
一般社団法人 実地医生物学的研究会 研究計画書（令和 4年度） 

 

１）研究会の開催   

年 1 回 研究会の開催を行う。 

    昨年度より新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けていることから、今年も ZOOM 

を利用したカンファレンス開催予定。時期については理事会にて決定する。 

 ２）研究テーマ 

  ①継続テーマ 

   ・tsDMARDs の１次無効並びに 2次無効 RA 患者に対する治療とその成績に関する検討 

     ・早期 RA 並びに未確定 RA 患者を対象とした患者背景因子並びに治療効果に関する検討 

②新規テーマ 

  ・tsDMARDｓから別の tsDMARDs へ変更した RA 患者の治療成績 

新しい研究テーマとして以下のものが提案されている。（昨年より継続） 

    ・乾癬性関節炎や脊椎関節炎のデータベース構築 

    ・bs/ts DMARDs の治療継続率、成功率を予測する因子の検索 

    ・治療により RF 低下しない症例と低下する症例の患者背景 

理事会にて検討していく予定だが、下記のデータベースから新規テーマを検討する。 

③データベース 

  松原メイフラワー病院に MiRAi を入れ、RA のリアルワールドデータを構築する。      

 

 

一般社団法人 実地医生物学的製剤研究会 

代表理事 松原 司 

         

                                    

 


